
平成３０年度千葉県学校体育研究大会 
 

１ 大会主題  『主体的・対話的で深い学びの実現に向けた体育学習の展開』 
２ 期  日   平成３０年１１月９日（金） 
３ 会  場 
（１）全体会            小見川市民センターいぶき館   

（２）分科会 小 学 校 香取市立小見川中央小学校                  

中 学 校 香取市立小見川中学校   

       高等学校 千葉県立佐原高等学校  

 
４ 内  容 
（１）講演 

    演 題  「新学習指導要領とこれからの授業」 

    講 師  日本体育大学 児童スポーツ教育学部 

 教授  近藤 智靖 先生 

  
（２）公開授業 
分科会 指 導 者 展 開 単 元 名 

小学校 
並木  真由美 教諭 ２年２組 ゲーム「ボール投げゲーム」 
佐々木 洋太  教諭 ３年１組 器械運動「跳び箱運動」 
平木  裕一  教諭 ６年３組 陸上運動「ハードル走」 

中学校 
木内  あずさ 教諭 
一鍬田 裕美  養護教諭 

３年１・２組女子 保健「健康な生活と疾病の予防」 

山来  智志  教諭 ２年１・２組男子 陸上競技「ハードル走」 
高等学校 大竹  健   教諭 １年Ｇ・Ｈ組 球技「バレーボール」 

 
（３）研究発表及び研究協議 
分科会 研 究 主 題 発 表 者 司 会 者 助 言 者 

 
小学校 

 

主体的に学びに向かい、課題

を追及する児童の育成 
～学びのプロセスを重視した

体育の授業デザイン～ 

香取市立 
小見川中央小学校 

教諭  
佐藤 昌敦 

香取市立 
佐原小学校 

教諭  
 木内 勝己 

千葉県教育庁 
東葛飾教育事務所 

指導主事  
大森 茂 

 
中学校 

 
 

豊かなスポーツライフの実現

を目指す生徒の育成 
～対話を中心とした学習の広

がりを求めて～ 

香取市立 
小見川中学校 

教諭  
山田 浩子 

多古町立 
多古中学校 

教諭  
有吉 紀子 

千葉県教育庁 
葛南教育事務所 

指導主事  
石井 昭彦 

 
高等学校 

主体的・対話的学びの姿勢の

育成と活発な言語活動を目指

して 
～リーダー経験を取り入れた

授業実践～ 

県立佐原高等学校 
 
教諭  
渡邉 亮 

県立成田西陵 
高等学校 

教諭  
本宮 英一 

習志野市立 
習志野高等学校 

教頭   
張能 正昭 

 
 



（４）参加者 
・県内小・中・高等学校・特別支援学校等教員 
・県教育庁教育事務所保健体育担当指導主事 
・市町村教育委員会学校体育担当者 

 
５ 講演 

演題 「新学習指導要領とこれからの授業」 
講師  日本体育大学 教授 近藤 智靖 先生 
 

１ 教育や保健体育科を巡る近年の流れとその背景 
   －資質・能力について 
 
○中教審の課題意識（なぜ改訂？） 
今の児童生徒が２０～３０代になったときに、この国や地域はどうなっているのか？将来の変化を予測

することが困難な時代 
 ①グローバル化 ②情報化 ③少子高齢化（２０３０年には３割が６５歳以上） 
 
・国際社会の中での日本（多様性） 
・情報電子技術革新（例 人工知能） 
・高齢者の増加や、若者の減少による生産年齢人口の減少。結果的に国産産業の縮小 
  →国際的な存在感の低下、経済の縮小（負のスパイラル） 
・現在の経済規模を確保するためには、女性、外国人、高齢者がさらに労働市場に参加していく必要が

ある。（ロボットによる補完） 
 
これまで以上に多様な問題に直面し、様々な能力が要求される次世代の子供たち。受け身ではなく主体

的に生きる力が必要。 
 
  ○体育に関わる継続的な課題 
   ・運動する子供としない子供の二極化 
   ・平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果から 
   （１）子供にとって健康な生活を送るための知識や習慣を身に付けることは、ますます大切になる。 
   （２）運動に関しては、女子生徒を中心に体育授業時間以外に運動をしない生徒が２割にのぼる。 
   （３）体力テストの得点は、生活習慣と関連性が見られる。 
  
  ○改訂に向けての大きな方向性 
   （１）資質・能力（コンピテンシー）の育成を重視 
   （２）「主体的・対話的で深い学び」による授業改善 
    ※コンピテンシー（competency）→適格性、能力という意味（英和辞典） 
    
 
 



・新学習指導要領では、資質・能力を三つに整理している 
   （１）知識及び技能 
   （２）思考力、判断力、表現力等 
   （３）学びに向かう力、人間性等 
     ①（１）～（３）をバランス良く付けていくことが大切である。 
     ②知識が小学校の体育でも位置付く。 
     ③知識と技能が一つの項目となる。（評価はどうなる？） 
     ④思考・判断ではなく、表現も加わり、さらに「力」として、具体的に身についており、さらに何

らかの形で表現できるとことまで求めている。 
     ⑤学びに向かう力、人間性等というのは態度の項目を引き継いでいる。 
 
  ２ 新学習指導要領を踏まえた具体的な留意点 
     思考を促す発問の工夫・学習過程等  

 
   ○思考を促す発問の工夫 
    教師による主発問と補助発問を指導内容に対応して行う。導入・展開・まとめ等、場面に応じ 

て行う（他教科と同じ） 
   ＜体育で代表的な発問＞ 
    （１）知っていることや経験を問う 「倒立のポイントって何だったかな？」 
    （２）個人やチームの「めあて」を問う 「このチームのめあては何？」 
    （３）動きの感覚やポイント、発見したことや考えたことを問う  

「やってみて、どういうところが大切だった？」 
    （４）良い動きを見て、何がポイントかを問う  

「○○さんのやっているところはどこが良いか？」 
    （５）複数の事例（良い例と悪い例など）を比べて、何が共通か、良いかを問う 

「ＡとＢとではどこが同じで、どっちが良いかな？」 
    （６）既習事項と未習事項を関連づけながら問う 

「抱え込み跳びは開脚跳びと、どんなところが同じでどこが違うかな？」 
    （７）特定の条件下の動きを問う 

「ボールを自分のコートに落とさないためにはどうすれば良いかな？」 
 
    発問は導入時、展開時、振り返り時など、様々なパターンがある。先行研究では２０種類以上 

あると言われているが、授業のねらいと関連した主発問が大切である。しかも、児童生徒の困 
り感を生み出したり、考えたくなったりするような発問や興味をかき立てる問いが大切である。 

 
  ３ 主体的な学びへの基礎理論 
    内発的動機付けと運動有能感を高める 
 
   内発的動機付け・・・即効性はないが長期継続 
   外発的動機付け・・・即効性はあるが長期継続が見込めない 
    



内発的動機付けの重要な要素 
   （１）「自己決定」 
   （２）「有能感」・・・体育の場合は運動有能感 
     ①身体的有能さの認知（できる自信）「私できた」 
     ②統制感（できそうな予感）（見通す）「私できそう」 
     ③受容感（支えられている）「仲間や先生が助けてくれる」「みんなが励ましてくれる」 
      肯定的集団が重要（女子は特に）（運動有能感の男女差に着目する必要あり） 
 

 運動有能感を意識した指導にあたって 
  ・楽しみながら、遊び心を伴いながら、課題が児童生徒の実態に応じて徐々に難しくなる。 

（スモールステップ） 
  ・ねらいや活動がはっきりしている。（統制感） 
  ・視覚的に見通せる。（カード、写真、図など） 
  ・ポイントを教師が知っていて、様々な工夫をできるかどうか。（素材から教材へ）また、基盤となる

知識・技能・考え方などを教師は見通しておく必要がある。 
 
  ４ 言語を通じた児童生徒同士のかかわりについて 
 
  ○言語的なかかわりを考える上での留意点 
 
  （１）子供たちが考え、話し合い、教え合う必然性や意味はどこに？必然性を前提とした課題や発問は？

指導内容をしっかり設定している？ 
（２）（１）と関連するが、話し合いの視点や条件は？また、話し合いを活性化させるための材料を用意し

たか？（カード、iPad、記録データ、作戦ボード） 
（３）発達段階やクラスの実態に応じて、教師は何を話し合って欲しいか、どんな言語を発して欲しいか？

具体的なイメージは？ 
（４）話し合いの仕方を教えているか？（どこから、どのように？） 
（５）話し合いや教え合いができているグループや人を褒めているか？ 
（６）運動の苦手な子供の場合であっても、ポイントを理解し、伝えられるようにしているか？また、苦

手な子供であっても安心して声を出してよい雰囲気をつくっているか？ 
（７）教師自身の言語それ自体も重要であるため、豊かな言語をもっているか？子供は教師の言葉をオウ

ム返しのように使う傾向にある。 
（８）話し合いなどは一定の時間で区切ったり、運動しながら話したりするなど、運動時間や運動量を大

幅に削らないような工夫をしているか？授業のリズムを壊さないようにしているか？ 
（９）グループやペア内での能力や力関係に配慮しているか？できれば、民主的なリーダーが望ましい。

リーダー会議などで、リーダー役の動機をあげる。 
 

総じて思考を深めたり、人間関係を円滑にしていくために、「かかわるための指導内容・条件・材料」 と
「かかわらせる形式」「かかわっても良いという安心した雰囲気」とのいずれもが言語的なかかわりに重要

な要素となる。 
 



  ５ ＩＣＴを利用する際のポイントについて 
 
  ○対話を促す上で ICT を利用する授業が増えているが、その際のポイント 
 

＜用途＞ 
（１）正しい動きを確認する（見本映像） 
（２）自分の動きや仲間の動きを確認する（自己観察・他者観察） 
（３）黒板やノートの代わりとなり、学習の流れや記録等を確認する 
 
＜メリット＞ 
（１）教師や児童生徒の中で正しい動きの見本が見せられない状態にある場合に効果的である。 
（２）児童生徒自身の動きが見えないので、映像により可視化されやすい。そのため、課題を発見しや

すいなど、思考を促進するためのツールとして有効である。 
（３）大きな黒板（学習板）が不要なため、教師にとっては、作業が効率化しやすい。また、記録がデ

ータとして残るため、振り返りがしやすい。 
 
＜注意点＞ 
用途を間違えると、時間の無駄になりやすい。特に重要なことは次の点である。 

（１）授業のどこで利用するかを決めておく。また、誰が使うのかを決めておく。 
      導入時？ 課題別の練習時？試合や発表会？教師が使う？児童生徒が使う？ 

（２）タブレットの場合、一回の映像の長さを約１分間以内（程度）に制限しておくこと。 
 （例、オフェンスの時だけ、撮影するのは２回の演技だけなど） 
→だらだらと撮影してしまうと、再生に時間もかかり、どこをみて良いかわからなくなる。 

（３）ICT 機器の前にじっと座って動かない児童生徒がいたり、一人の児童生徒がずっと撮影したりす

ることがないようにルールや制限を設けること。→ 動かない口実になる。運動時間の確保。 
（４）児童生徒に見本映像の入ったパソコンや撮影用のタブレットを持たせる場合、映像から何を読み

取らせ、何を話し合わせるかを具体的に決めておくこと。 
（５）映像機器の使い方にあらかじめ習熟しておくこと。 

 


